








要約:アレルギー専門外来におけるアトピー性皮膚炎の初診患者を対象に食餌抗原の関与

について検討を行った。その結果乳幼児期には食餌抗原による感作状態が証明される症例

が多く,アトピー性皮膚炎の発症との関連が強く示唆された。 

特に乳児期早期より多種類の食餌抗原に感作されている症例の発見はその症状の強さ,そ

の後の進展において重要と思われ,これらの症例に対しては適切な食事指導を含めた積極

的な治療が必要と思われた。 


